
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Silicon Labs社 BGM1xx 

クイックスタートガイド 

 
 

2017年 9月 

2017年 9月 



ver. 1.3 2017年 9月            2/42               TecStar Company 

 

Silicon Labs社 BGM1xx 

クイックスタートガイド  

 

目次 

１ はじめに ................................................................................................................... 3 

２ BGM1xxの概要 ....................................................................................................... 4 

２-１ 製品ラインナップ ...................................................................................................................... 4 

２-２ モジュールの制御方法 ............................................................................................................. 4 

３ 開発環境のご紹介 ..................................................................................................... 6 

３-１ ハードウェア ............................................................................................................................ 6 

３-１-１ Blue Gecko Bluetooth Smart Module Wireless Starter Kit ......................................................... 6 

３-２ ソフトウェア .............................................................................................................................. 7 

３-２-１ Simplicity Studio.................................................................................................................... 7 

４ 各種ドキュメントの入手先 ........................................................................................... 8 

４-１ ドキュメントの入手先 ................................................................................................................ 8 

４-２ 最初に読むべきドキュメント ..................................................................................................... 11 

５ ソフトウェア・インストール .......................................................................................... 12 

５-１ シリコンラボ社アカウントの作成 .............................................................................................. 12 

５-２ Simplicity Studioのインストール ............................................................................................ 14 

５-３ IAR コンパイラのインストール ................................................................................................. 20 

６ ハードウェア・セットアップ ......................................................................................... 21 

６-１ Wireless Starter Kitのセットアップ .......................................................................................... 21 

７ 使用方法 ................................................................................................................ 22 

７-１ サンプルコードを動かしてみる（BGscript編） ........................................................................... 22 

７-２ サンプルコードに少し手を加えてみる（BGScript編）................................................................. 26 

７-３ サンプルコードを動かしてみる（C言語編） ............................................................................... 28 

７-４ ユーザ基板のプログラミング・デバッグを行ってみる ................................................................. 33 

７-４-１ 参考資料 ............................................................................................................................. 33 

７-４-２ ハードウェア接続 ................................................................................................................. 34 

７-４-３ デバッグ対象の切り替え ...................................................................................................... 36 

７-５ VCOMを利用した printfデバッグ （GCC） ............................................................................ 38 

参考文献 .................................................................................................................... 42 

 

 



 TSC-01013 

 

 

 

ver. 1.3 2017年 9月            3/42               TecStar Company 

１ はじめに 

この資料は、Silicon Laboratories（以下、Silicon Labs）社製 Bluetooth®モジュール BGM1xxの開発環

境について簡易にまとめたものです。内容に誤りがないよう注意は払っておりますが、もし Silicon Labs社

が提供するドキュメント等と差異がございましたら、メーカー提供のものを優先してご参照ください。 

 

また、Silicon Labs社の ナレッジベース（FAQ）やコミュニティフォーラム（ユーザ同士で問題解決。

Silicon Labsのエンジニアも頻繁にコメントしています）には、本資料で取り上げていない様々な情報が記

載されております。 

製品をご使用頂く過程で疑問や課題が生じることもあると思いますが、他のユーザが既に解決方法を

見つけている場合も多々ございます。非常に有益ですので、ぜひご活用下さい。 

 

 アクセス方法 

Simplicity Studioから 

 

Web Siteから 

http://community.silabs.com/t5/Forum/ct-p/Forum 

 

 使用方法 

 

  

キーワードを入力 （例：BGScript） 

http://community.silabs.com/t5/Forum/ct-p/Forum
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２ BGM1xxの概要 

BGM1xx は、シリコンラボ社 Blue Gecko（EFR32BG）を使用した、Bluetooth Low Energy 対応の

Bluetooth®モジュールです。 

モジュールを使用するメリットとして、主に以下が挙げられます。 

 ハードウェア設計にかける時間とコストが最小限で済み、早く市場に製品を投入できます。 

 無線性能を最大限に引き出すことができます。 

 最終製品としての認証（Bluetooth®認証/各国認証）が最小限で済み、早く市場に製品を投入でき

ます。 

シリコンラボ社の BGM1xx ファミリは、上記に加え、特に出力レベルの高さ、省スペースに特長がありま

す。また ARM Cortex-M4Fを搭載していますので、処理性能の高さも特長の 1つです。 

 

２-１ 製品ラインナップ 

ラインナップは以下の通りです。 

型番 出力レベル 受信感度 サイズ 無線チップ 内蔵アンテナ 外付アンテナ 

BGM111 + 8 dBm - 93 dBm 12.9 x 15 x 2.2 mm EFR32BG1B232F256GM48 ○ × 

BGM113 + 3 dBm - 93 dBm 9.2 x 15.8 x 1.83 mm EFR32BG1B132F256GM32 ○ × 

BGM121 + 8 dBm - 91 dBm 6.5 x 6.5 x 1.4 mm EFR32BG1B232F256GM56 ○*1 ○*1 

BGM123 + 3 dBm - 91 dBm 6.5 x 6.5 x 1.4 mm EFR32BG1B232F256GM56 ○*1 ○*1 

*1: 内蔵アンテナと外付けアンテナは別型番で対応 

 

２-２ モジュールの制御方法 

BGM1xxの制御方法は大きく分けて 3通りあります。*1 

*1: 下図はイメージしやすいように簡略化したものです。実際には Bluetoothスタックからも EMLIBを使用しているなど、下図とは相違が

あります。 

 

  スタンドアロンモード 

モジュールの制御ソフトウェアを、BGScript という Basic-likeな言

語を使って設計し、それをモジュールの中にダウンロードします。 

BGScriptは非常に簡単な言語で、サンプルコードも用意されてい

ますので、お手軽にユーザアプリを設計できます。その反面、

BGScriptで実現できることは限られますので、あまり複雑なことはで

きません。 

このスタンドアロンモードでは、モジュール単体で動作しますので、

制御用に外部マイコンを使用する場合と比べて、システムコストを削

減することができます。 
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  ネットワーク・コプロセッサ（NCP）モード 

外部のホストシステム（マイコンや PC）からの制

御により動作するモードです。Silicon Labs社のドキ

ュメントでは Network Co-Processor (NCP) モードと

いう名称で紹介されています。 

モジュールの制御は、ホストシステムからはシリ

アルポートを介して行い、API（BGAPI）が用意され

ています。また、ホストシステムのソフト設計を助け

るため、ライブラリ（BGLIB）が用意されています。 

モジュールに搭載したマイコンでは性能不十分の

場合や、ユーザアプリをホストシステムに載せた方

がシステム設計の観点で都合が良い場合、などに

ご活用頂けます。 

 

  C言語設計 

モジュールを単なるハードウェアの器として扱い、ソフトウェアについて

はワイヤレスマイコンとしてC言語設計する方法です。柔軟性の高さがメ

リットで、ワイヤレスマイコンの持つ機能を存分に活用頂けます。ペリフェ

ラルの制御用に API（EMLIB）が用意されています。 
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３ 開発環境のご紹介 

BGM1xx の開発環境について、ハードウェアとソフトウェアに分けてご紹介します。 

 

３-１ ハードウェア 

開発環境として、Blue Gecko Bluetooth Smart Module Wireless Starter Kit（以後、Wireless Starter Kit）を

用意しています。 

 

３-１-１ Blue Gecko Bluetooth Smart Module Wireless Starter Kit 

Wireless Starter Kitには、Wireless Starter Kitメインボード（以後、メインボード）と、Wireless Starter Kit

ラジオボード（以後、ラジオボード）が含まれています。ラジオボードをメインボードのソケットに装着して

使用します。 

 

 

Wireless Starter Kitのラインナップは以下の通りです。含まれているモジュールが異なりますのでご注

意ください。 

ファミリ名 メインボード 

ラジオボード 

BRD4300A 

（BGM111） 

BRD4301A 

（BGM113） 

BRD4302A 

（BGM121） 

SLWSTK6101B ○ ○ ○  

SLWSTK6101C ○ ○  ○ 

 

ラジオボードのラインナップは以下の通りです。 

モジュール名 ラジオボード名 出力レベル コメント 

BGM111 BRD4300A + 8 dBm  

BGM113 BRD4301A + 3 dBm  

BGM121 BRD4302A + 8 dBm  

BGM123 N/A + 3 dBm BRD4302A をご利用ください 

 

  

メインボード 

 

ラジオボード 

（BGM111） 

ラジオボード 

（BGM121） 
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３-２ ソフトウェア 

BGM1xxの開発環境は Simplicity Studioを使用して設計を行うことになります。 

 

３-２-１ Simplicity Studio 

Simplicity Studioは、BGM1xxをターゲットとしたコンパイル・デバッグ・プログラミングを 1つのプラッ

トで提供することができるソフトウェアです。統合開発環境（IDE）を中心に、非常に便利なツール群が充

実しています。同社製の 32bit MCUや 8bit MCU も同一プラットフォームで開発が可能です。 

 

 

BGScriptを build してダウンロードできる BG Toolや、生成したバイナリをダウンロードする際に使う

eA commander（Flash Programmer）も Simplicity Studio上に統合されています。 

 

  

注） 画像は Simplicity Studio v3 のものです 
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４ 各種ドキュメントの入手先 

BGM1xxのドキュメントの入手方法について紹介します。 

 

４-１ ドキュメントの入手先 

BGM1xxのデータシート、リファレンス・マニュアル、エラッタ、アプリケーションノート および 評価基

板（starter kit）の回路情報などは、Simplicity Studioからご入手頂くことが可能です。 

Simplicity Studioを起動し、Solutions タブ ⇒ 空欄に使用する製品型番を入力 ⇒ 候補の中から該

当する型番を選択します。 

 

 

少々見づらいですが、Getting Started、Documentation、Compatible Tools、Resourcesというタブが用意

されており、必要な情報はこれらに分類されています。 

 

 Getting Started タブ （注：画面は 32-bit MCU選択時のものです） 

 

Demos: 評価基板上で動作するデモンストレーション用のソフト。 

Software Example: 評価ボード上で動作するサンプルコード。ソフトの実装方法について学んだ

り、機能について理解したりするのに役立ちます。 

Document: リリースノート、API リファレンスマニュアル、ユーザガイドやアプリケーションノートな

どがリストアップされます。アプリケーションノートには、特定の用例についての実例（サンプルコ

ード）や各種ツールの使い方などが記載されています。 

 

 



 TSC-01013 

 

 

 

ver. 1.3 2017年 9月            9/42               TecStar Company 

Document Indexの横のCustomizeボタンから、リストアップするドキュメント種別を選択することができ

ます。 

 

 

 

 Documentation タブ （注：画面は 32-bit MCU選択時のものです） 

 

My Favorite Documents: お気に入りドキュメントがリストアップされます。 

データシート。スペックやピン配置情報などが記載されています。 

All Documents: データシート、エラッタ（バグ情報）、リファレンス・マニュアル（ペリフェラルの使

用方法などを解説）、評価基板の実装図・部品表・回路図、ユーザガイド（Starter Kitや

Development Kitの使用方法）などがリストアップされます。 

 

必要なドキュメント

にチェック 

ドキュメントの 

表示順 
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All Documentsの横の Customizeボタンから、リストアップするドキュメント種別を選択することができ

ます。 

 

 

なお、My Favorite Documents（お気に入りのドキュメント）に追加するには、各ドキュメントの右にある

☆印をクリックしてください。 

 

 

必要なドキュメント

にチェック 

ドキュメントの 

表示順 

追

加

前 

追

加

後 
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BGM1xxのデータシート、リファレンス・マニュアル、エラッタ、アプリケーションノート および 評価基

板（starter kit）の回路情報などは、Silicon Labs社のWeb Siteからもご入手可能です。 

http://www.silabs.com/support/pages/document-library.aspx 

Products や Resource Typeで、リストアップする対象を絞り込むこともできます。 

 

 

 

 

 

 

４-２ 最初に読むべきドキュメント 

QSG108「Getting Started with Silicon Labs Bluetooth® Software」を最初にご覧ください。提供される

Bluetooth SDKの構成、各種ツール、ドキュメント体系などをご紹介しています。 

その上で、使用する設計手法に応じたドキュメントを読み進めて頂くのが効果的です。 

http://www.silabs.com/Support%20Documents/RegisteredDocs/qsg108-bluetooth-software-getting-started.pdf 

  

http://www.silabs.com/support/pages/document-library.aspx
http://www.silabs.com/Support%20Documents/RegisteredDocs/qsg108-bluetooth-software-getting-started.pdf
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５ ソフトウェア・インストール 

BGM1xxのスタックやサンプルコードは Bluetooth SDKに含まれています。その入手方法について、順

を追ってご紹介します。 

 

５-１ シリコンラボ社アカウントの作成 

Bluetooth SDKの入手には、シリコンラボ社WEBサイトのアカウントが必要になります。お持ちでない

場合には、下記の手順でご入手ください。 

 

① 下記URLにアクセスし、右上の Registerからアカウント作成に進んでください。 

https://www.silabs.com/ 

 

② 必要事項を入力し、Create an Accountでアカウントを作成してください。 

 

苗字 

名前 

会社名 

メールアドレス 

パスワード 

国名 

県名 

郵便番号 

パスワード（再入力） 

https://www.silabs.com/
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③ アカウントが生成できたら、念のため発行されたアカウントでログインできることを確認してくださ

い。下記 URLにアクセスし、右上の Log Inからログインを行ってください。 

https://www.silabs.com/ 

 

 

④ ログインに成功すると、画面右上に「Welcome, 名前」が表示されます。 

 

 

  

https://www.silabs.com/
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５-２ Simplicity Studioのインストール 

Bluetoothの SDKは、Simplicity Studioの一部としてインストールされます。ツール類も（BGToolや

Flash Programmerなど）も Simpilcity Studioに搭載されています。 

 

① 下記 URLより「Windows インストーラ」をダウンロードしてください。 

http://jp.silabs.com/products/mcu/Pages/simplicity-studio.aspx 

 

 

② ダウンロード完了後 ” install-studio-v4.exe” を起動し、インストールを開始してください。インスト

ールが進むと、Log in（サインイン）画面が表示されます。Xをクリックしてウィンドウを閉じます。 

 

なお、Log Inを行おうとすると、下図のようなエラーメッセージが表示される場合がありますが、ここで

は無視してください。 

 

 

http://jp.silabs.com/products/mcu/Pages/simplicity-studio.aspx
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③ プロキシサーバーの設定を行います。（プロキシサーバーをご使用になっていない場合、設定ご

不要ですので次の手順にお進みください。） 

Simplicity StudioのSettingsアイコンを選択し、Network Connectionsを選択します。プロキシ設

定の画面が表示されますので、Active ProviderをManualに設定変更し、Proxy entriesに必要な設

定を入力してください。プロキシサーバーを導入している企業ユーザ様の場合、プロキシ設定について

は、自社のネットワーク管理者にご相談下さい。設定が完了したら OKをクリックします。 

設定後、Update Softwareアイコンをクリックすると、インストールが継続できます。 

 

 

 

 

 

 

設定項目、設定内容は、各企業様によって異なります 

企業内 

ここの通信方法の情報が必要 
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設定例： PC とプロキシサーバー間の通信に HTTPのみを使用している場合 

 

 

Simplicity Studioがアクセスする先については、シリコンラボ社のコミュニティフォーラムに関連情

報があります。セキュリティのホワイトリストで回避するような場合にご利用ください。

http://community.silabs.com/t5/Simplicity-Studio-and-Software/Simplicity-Studio-v4-installation-error-download-error/ta-

p/181331 

 

また、プロキシを介さずにインターネット回線に接続できる環境が構築できる場合には、そちらをご利

用頂くのが簡単です。 

 

④ Log in（サインイン）を行います。画面左上の Sign Inをクリックし、シリコンラボ社WEBサイトのア

カウントを入力します。ログインに成功すると、画面左上にメールアドレスが表示されます。 

サインインが行えていないとBluetooth SDKのインストールが行えませんので、サインインに失敗する

場合にはプロキシ設定を見直してください。どうしても適正なプロキシ設定が判らない場合には、プロキ

シを通さずにインターネットに接続ができる回線をご用意頂くことをお勧め致します。 

    

 

  

http://community.silabs.com/t5/Simplicity-Studio-and-Software/Simplicity-Studio-v4-installation-error-download-error/ta-p/181331
http://community.silabs.com/t5/Simplicity-Studio-and-Software/Simplicity-Studio-v4-installation-error-download-error/ta-p/181331
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⑤ Log in（サインイン）した状態で、Update Softwareアイコンをクリックします。 

 

 

⑥ Select by Product Groupタブに切り替え、Wireless Productsにチェックして、Nextをクリックします。 

 

 

⑦ Nextをクリックします。 
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⑧ インストールを行うモジュールがリストアップされます。リストに Bluetooth Smart SDKが入ってい

ることを確認ください。Bluetoothのみの評価を行う場合には、他の無線方式の SDKのチェックを外すと

インストール容量を削減できます。（Silicon Labs Connect…シリコンラボ独自, Silicon Labs EmberZNet 

Stack…ZigBee、Silicon Labs Flex…シリコンラボ独自、Silicon Labs SL-Thread Stack…Thread） 

選択が終わったら、Finish をクリックします。 

 

 

⑨ インストールが開始されます。インストール後に再起動したら、セットアップは完了です。 
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⑩ 試しに BGM111 starter kitを PCに接続してみます。Deviceタブに接続したKit情報が表示さ

れていることが確認できます。 
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５-３ IAR コンパイラのインストール 

BGM1xxを C言語設計する場合には、C コンパイラが必要になります。無償の GCCにも暫定対応し

ておりますが、実績があり、またコード効率が良い IAR社製コンパイラのご使用をお勧めします。 

 

インストールが完了すると、Simplicity StudioはToolchainとして自動認識します。念のため、歯車アイ

コン（Preference）→Simplicity Studio→Toolchainsで IARコンパイラが認識されていることを確認してくだ

さい。もし自動認識されていないようであれば、Addボタンから追加登録を行うことができます。 

 

 

  



 TSC-01013 

 

 

 

ver. 1.3 2017年 9月            21/42               TecStar Company 

６ ハードウェア・セットアップ 

BGM1xxの評価に必要なハードウェアの設定を行います。 

 

６-１ Wireless Starter Kitのセットアップ 

以下の手順で設定していきます。 

1. メインボードにラジオボードを装着します。ラジオボードの向きは下図を参照ください。 

2. BAT, USB, AEMの中から、基板に給電する方法を選びます。スイッチを AEMに切り替えます。 

3. 基板左の USB コネクタと PCを USBケーブルで接続します 

 

 

 

  

BAT / USB / AEM 

USBケーブル 

（PCへ） 

メインボード 

 

ラジオボード 

（BGM111） 
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７ 使用方法 

サンプルコードを評価キットと Simplicity Studioを使用した評価手順をご紹介します。ここでは BGM111

を使用しておりますが、他のモジュールでも手順は同じです。なお、各ツールから Simplicity Studio のトッ

プ画面に戻るには、画面右上の Launcherアイコンを使用します。 

 

 

７-１ サンプルコードを動かしてみる（BGscript編） 

BGM1xxにサンプルコードをダウンロードして、スマホアプリと接続するところまで行ってみましょう。 

 

Starter Kitを PCに接続すると、Simplicity Studioが Starter Kitを自動認識します。Device タブに接続

した Starter Kitおよびラジオボードの名称が表示されますので、ラジオボードを選択してください。 

うまく認識してくれない場合には、Refreshアイコンを押してみてください。 

 

 

Compatible Toolsの中にある BG Toolを起動します。 

 

 

BG Toolが起動したら、Upload tool タブに移動し、Browseボタンから下記フォルダにある

smartphone_bgm.bgprojを選択してください。インストールした SDKのバージョンによってサンプルコード

のパスは変わりますので、ご注意ください。 

 

選択 

Refreshアイコン 
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C:¥SiliconLabs¥SimplicityStudio¥v4¥developer¥stacks¥ble¥v2.1.1.0¥app¥bluetooth_2.1¥examples_bg

script¥smartphone 

プロジェクトを選択したら、Buildをクリックします。 

 

なお、このフォルダには下記ファイルが含まれています。 

 

 

 

Buildが完了すると ALL OK というメッセージが出ますので、確認して OKをクリックします。 

 

xxx.bgproj: プロジェクトファイル 

gatt.xml: Bluetooth® LEでは GATTベース・プロファイルを使用して通信を行い

ますが、使用するプロファイルのサービスやキャラクタリスティックの指定を行うのが

GATTデータベース・ファイル（gatt.xml）です。 

hardware_bgm.xml: ハー ド ウ ェ ア ・ コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン ・ フ ァ イル

（hardware.xml）では、Bluetooth®モジュールのハードウェア設定を行います。具

体的には、UART 通信のボーレートやフロー制御に関する設定の他、I2C や SPI、

ADC、GPIOなどに関する設定を行います。 

xxxx.bgs: Bluetooth®モジュールをスタンドアロンモードで使用する場合には、

BGScript を使用してユーザアプリのプログラミングを行います。サンプルプロジェク

トに bgsという拡張子のファイルが含まれていますが、これがBGScriptコードです。 

ビルドが成功すると ALL OK と表示 
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Binary Fileにダウンロードするバイナリファイル（.bin）が自動選択されています。それを確認したら

Uploadボタンをクリックします。 

 

ダウンロードが完了すると DONE というメッセージが出ますので、確認して OKをクリックします。 

 

これで BGM111側の準備は完了です。 

 

シリコンラボ社が提供するスマートフォン用のアプリ「Silicon Labs 

Blue Gecko WSTK App」を、スマートフォンにインストールしてください。 

 

起動してみると、このような画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダウンロードが成功すると DONE と表示 
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Health Thermometerを選択してみると、BG Smartphoneが見つかりま

した。これが BGM111です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BG Smartphoneを選択すると Connect します。アプリ上に温度情報が

表示されました。これはWireless Starter Kit上の温度情報をスマホに送

り、アプリで表示を行っています。 

 

 

 

 

 

 

  



 TSC-01013 

 

 

 

ver. 1.3 2017年 9月            26/42               TecStar Company 

７-２ サンプルコードに少し手を加えてみる（BGScript編） 

スマホで表示される Device Nameを変更してみましょう。 

サンプルコードがあるフォルダに移動し、gatt.xml ファイルを開きます。 

C:¥SiliconLabs¥SimplicityStudio¥v4¥developer¥stacks¥ble¥v2.1.1.0¥app¥bluetooth_2.1¥examples_bg

script¥smartphone 

 

Device Nameは、7-1「サンプルコードを動かしてみる」で

も実機確認できましたが、BG Smartphoneになっています。

gatt.xmlでは右図の部分で設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

これを BGM demoに変更してみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-1「サンプルコードを動かしてみる」の手順と同じ要領で、BG Toolの Upload tool タブから、プロジェ

クトを build し、uploadを実行します。 
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変更できたかどうか、スマホアプリから見てみましょう。 

 

右図の通り、変更できていない場合があります。これは、スマホに

Device Nameがキャッシュされているためで、挙動は使用している機種

や OSバージョンにも依存します。スマホアプリを再起動すれば正しく認

識する場合もありますし、スマホの Bluetooth機能を 1度無効にて再度

有効にすれば正しく認識する場合もあります。スマホの再起動が必要な

場合もあります。また設定画面などからキャッシュのクリアが必要な場

合もあります。 

 

 

 

再認識させることができると、右図のように Device Nameが変更でき

たことが確認できます。 
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７-３ サンプルコードを動かしてみる（C言語編） 

「7-1 サンプルコードを動かしてみる（BGScript編）」ではBGToolを使用してサンプルコードをダウンロ

ードしましたが、ここでは C言語設計で同様のことを行ってみます。 

 

Starter Kitを PCに接続すると、Simplicity Studioが Starter Kitを自動認識します。Device タブに接続

した Starter Kitおよびラジオボードの名称が表示されますので、ラジオボードを選択してください。 

うまく認識してくれない場合には、Refreshアイコンを押してみてください。 

 

 

Getting Started タブ ⇒ Software Examples横の View All を選択します。 

 

 

接続した Starter Kitに合せて、Boards, Part, SDKが自動で選ばれますので、Nextをクリックします。 

 

 

  

選択 

Refreshアイコン 
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Example Projectで SOC – Smart Phone Appを選択し、Nextをクリックします。 

 

 

プロジェクト名を入力し、作業フォルダを指定します。With project filesでは、サンプルコードをローカ

ルにコピーして使うかどうかを指定します。指定が終わったら、Nextをクリックします。 

 

 

使用するコンパイラを選択し、Finishをクリックします。 

 

  

プロジェクト名 

作業フォルダ 
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サンプルコードの準備が整うと、Simplicity IDEが起動します。画面右に表示されているのが GATT 

エディタで、Profiles/Services/Characteristics/Descriptorsを設定することができます。 

 

 

GATTの設定をソースコードに反映するために、Generateをクリックします。 

  

 

ファイルの上書きが生じる場合には確認が行われます。上書きしたくないものがあればチェックを外し

てください。ここではそのまま OKをクリックします。 

 

  

GATTエディタ 
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ファイルが生成されます。 

 

生成されたプロジェクトツリーは以下のようになっています。main.cがプログラム本体です。ま

た、.hwconfファイルは Hardware Configuratorのプロジェクトファイルで、ピンやペリフェラルの設定を行

えます。Bluetoothスタックが使用しているペリフェラルはあらかじめ占有されています。 

   

 

 

Hardware Configurator 



 TSC-01013 

 

 

 

ver. 1.3 2017年 9月            32/42               TecStar Company 

サンプルコードをビルドし、Starter Kitにダウンロードします。まずはトンカチのアイコン（Build）をクリッ

クします。コンパイラが走り、サンプルコードがビルドされます。 

      

ビルドが完了したら、次に虫のアイコン（Debug）をクリックし、Starter Kitにダウンロードします。 

 

ダウンロードが完了すると、デバッグ用の画面に切り替わります。 

 

なお、ビルド用の画面と、デバッグ用の画面の切り替えは、ウィンドウ右上のアイコンで行います。 

 

 

 

サンプルコードを実行します。下図の実行のアイコン（Resume）をクリックしてください。 

 

 

あとは「7-1 サンプルコードを動かしてみる（BGScript編）」と同様に、スマホアプリを使って評価するこ

とができます。 

デバッグ機能や Hardware Configuratorの使い方などについては、下記資料を参考にしてください。 

- EFM32 クイックスタートガイド https://store.macnica.co.jp/library/108173 

  

Simplicity IDE （ビルド用） Debug （デバッグ用） 

https://store.macnica.co.jp/library/108173


 TSC-01013 

 

 

 

ver. 1.3 2017年 9月            33/42               TecStar Company 

７-４ ユーザ基板のプログラミング・デバッグを行ってみる 

Wireless Starter Kitを使用することで、ユーザ基板上の BGM1xxに対して、プログラミング或いはデ

バッグを行うことが可能です。また、Simplicity Debug Adaptor Board（SLSDA001A）を使用すると、より

簡単にユーザ基板と接続頂けます。 

 

 

 

 

７-４-１ 参考資料 

・AN958: Debugging and Programming Interfaces for Custom Designs 

 http://www.silabs.com/documents/public/application-notes/an958-mcu-stk-wstk-guide.pdf 

・Wireless Starter Kit ユーザガイド 

BGM111: http://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug122-brd4300a-user-guide.pdf 

BGM113: http://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug187-brd4301a-user-guide.pdf 

BGM12x: http://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug234-brd4302a-user-guide.pdf 

 

  

http://www.silabs.com/documents/public/application-notes/an958-mcu-stk-wstk-guide.pdf
http://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug122-brd4300a-user-guide.pdf
http://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug187-brd4301a-user-guide.pdf
http://www.silabs.com/documents/login/user-guides/ug234-brd4302a-user-guide.pdf
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７-４-２ ハードウェア接続 

Wireless Starter Kitの右下にある In/Out Debug Headerおよび Simplicity Connectorを介して、ユーザ

基板に接続します。下図は UG122（BGM111ユーザガイド）からの抜粋です。 

 

 

 

Simplicity 

Connector 

拡大図 

In/Out Debug 

Header 
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プログラミングについては、In/Out Debug Headerにある SWCLK、SWDIO、RESET、VTARGET、

GNDの計 5ピンを使用します。 

SWCLK BGM1xx（ユーザ基板上）の該当ピンに接続してください。直結で結構です。 

SWDIO BGM1xx（ユーザ基板上）の該当ピンに接続してください。直結で結構です。 

RESET BGM1xx（ユーザ基板上）の該当ピンに接続してください。直結で結構です。 

VTARGET BGM1xx（ユーザ基板上）への供給電源に接続してください。Wireless Starter 

Kitとユーザ基板の信号レベルを合せるために使用します。接続し忘れると、

Wireless Starter Kitからユーザ基板を認識できませんので、ご注意ください。 

GND Wireless Starter Kitの GND と、ユーザ基板の GNDを接続してください。 

 

BGTool等を使って UARTデバッグする際には、Simplicity Connectorにある Virtual COMを

BGM1xxのUARTに接続します。プログラミング用とUARTデバッグ用とで、使用するコネクタが 2つに

なりますので、その不便さを解消するために Simplicity Debug Adaptor Board（SLSDA001A）が用意され

ています。 

2つのコネクタに跨るように、Simplicity Debug Adaptor Board（SLSDA001A）を挿入します。 

  

 

下図は AN958からの抜粋ですが、このように 2つのコネクタが 10ピンに変換されます。 

 

 

  

VTARGETのことです 

RESETのことです 

Virtual COMのことです 

Virtual COMのことです 

Simplicity Studio の Energy 

Profiler で、ソースコードと連携し

たデバッグを行いたい場合には接

続が必要です。 
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７-４-３ デバッグ対象の切り替え 

デバッグ対象を、Wireless Starter Kit上のBGM1xxから、ユーザ基板上のBGM1xxに切り替えます。 

Simplicity Studioの Device タブでWireless Starter Kitを選択すると、画面右に現在の Debug Mode

について表示されます。下図ではMCUの設定になっています。 

 

Adapter Configuration タブの Debug Modeで、OUTを選択します。 

 

デバッグ対象がWireless Starter Kit外部に切り替わると、Wireless Starter Kit右下の DEBUG OUT 

という LEDが点灯します。 

 

 

次に、Device hardwareタブの Target partで、ユーザ基板上で使用している型番を選択し、OKをクリッ

クします。２－１「製品ラインナップ」にある無線チップ型番をご入力下さい。繋いだだけでは自動認識し

ませんので、ご注意ください。 

 



 TSC-01013 

 

 

 

ver. 1.3 2017年 9月            37/42               TecStar Company 

 

登録が完了すると、Device タブにユーザ基板上の EFR32が追加されます。あとは、Wireless Starter 

Kit上の EFR32（BGM1xx）と同様に使用できます。下図は BGM111（で使われている

EFR32BG1B232F256GM48）を追加したところです。 

 

デバッグ対象をWireless Starter Kit上の BGM1xxに戻す場合には、Adapter Configuration タブの

Debug Modeで、MCUを選択し、Device hardware タブの Target partでWireless Starter Kit上で使用し

ている型番を選択してください。MCUに切り替えただけでは自動認識しませんので、ご注意ください。 

 

なお、Debug ModeのMCU、IN、OUTの違いは以下の通りです。 

 

 

 

MCU OUT 

IN 
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７-５ VCOMを利用した printfデバッグ （GCC） 

Wireless Starter Kitを使用して評価を行う際に、printfデバッグが使えると何かと便利です。ここでは、

サンプルコードを例に、printfを実装する手順をご紹介します。 

 

1. プロジェクトを作成します。この後の手順では、ハードウェアに「BGM121」を、サンプルプロジェク

トに「SOC – Empty」を使用して説明します。 

 

2. “STUDIO_SDK_LOC¥hardware¥kit¥common¥drivers” にある retargetserial.c と retargetio.c を

プロジェクトにコピーします。ドラッグアンドドロップすれば良いです。 

 

なお、STUDIO_SDK_LOCの位置は、Project Explorerでプロジェクトを選択して右クリック→

Property→Resource→Linked Resources の順で確認頂けます。 
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3. main.c に、stdio.h と retargetserial.h を include します。 

<記述> 

#include "stdio.h" 

#include "retargetserial.h" 

 

 

4. RETARGET_SerialInit();を追加します。初期化の関数ですので、Printfなどを使用する前に実施

が必要です。ここでは enter_DefaultMode_from_RESET() の直後に入れてみます。 

<記述> 

RETARGET_SerialInit(); 

 

 

5. Project Explorerの Includeで、“STUDIO_SDK_LOC¥hardware¥kit¥ラジオボード名¥config” (評

価ボード用 headerファイル)へ pathが通っているか確認します。下図は BGM121のラジオボード

（BRD4302A）の場合です。SDKのバージョンやラジオボード種別によって pathが通っていない

場合があります。 

 

pathが通っていなかった場合には、retargetserialconfig.h と bspconfig.h をプロジェクトにコピー

して使うか、或いは pathを通してください。pathを通すには、Project Explorerでプロジェクトを選

択して右クリック→Property→C/C++ Build→Paths and Symbols→Includes→Addボタン から行
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ってください。 

 

 

6. RETARGET_VCOM を defineします。RETARGET_VCOM は retargetserialconfig.hで使用しま

すので、retargetserialconfig.hそのものに追記するか、或いは下記手順でプロジェクトに登録して

ください。 

Project Explorerでプロジェクトを選択して右クリック→Property→C/C++ Build→Settings→GNU 

ARM C Compiler→Symbols→追加ボタンの順に進みます。 

 

Enter Valueウィンドウにて、 

 RETARGET_VCOM=1 

と記入し OKを押します。同じ手順を GNU ARM Assembler→Symbolsでも行います。 
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7. printfを使った記述を行います。RETARGET_SerialInit();より後に行ってください。 

 

 

8. プロジェクトを Build し、BGM121にダウンロードします。 

 

9. Tera Termから、シリアルポート（JLink CDC）をオープンします。 

 

 

10. Wireless Starter Kitをリセットすると、文字が表示されます。（115200, 8bit non parity, no flow） 

 

 

 

シリコンラボ社のコミュティにも情報がございますので、こちらも参照ください。 

http://community.silabs.com/t5/Bluetooth-Wi-Fi-Knowledge-Base/Retarget-stdio-to-UART-in-BLE-SD

K-2-0-0-examples/ta-p/178710 

 

  

http://community.silabs.com/t5/Bluetooth-Wi-Fi-Knowledge-Base/Retarget-stdio-to-UART-in-BLE-SDK-2-0-0-examples/ta-p/178710
http://community.silabs.com/t5/Bluetooth-Wi-Fi-Knowledge-Base/Retarget-stdio-to-UART-in-BLE-SDK-2-0-0-examples/ta-p/178710
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改版履歴 

Version 改定日 改定内容 

1.0 2017年 01月 ・新規作成。マクニカオンラインで公開 

1.1 2017年 03月 ・C言語設計に関して追記。最新のSimplicity Studioに合

わせて説明を一部変更 

1.2 2017年 05月 ・ユーザ基板のプログラム・デバッグについて追記 

1.3 2017年 09月  
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